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日立グループ休日（７月～９月）　（東京電力管内）

（日研）
（病院）

（電線）

日立プラントテクノロジー

（電力）

（都市）

（情制）

（情報）

日立物流

アプライアンス

（コンシ）

日立デイスプレイ
日立ライフ

日立建機

（産機）

日立工機

オートモテイブ

日
立
は
政
府
の
夏
期
節
電
対

策
の
要
請
を
受
け
て
、
「
日
立

グ
ル
ー
プ
の
夏
期
に
お
け
る
節

電
対
応
」
と
し
て
、
７
月
か
ら

９
月
ま
で
の
３
ケ
月
間
、
土
曜
、

日
曜
の
休
日
を
変
更
し
、
「
所

定
休
日
を
、
土
曜
日
、
日
曜
日

か
ら
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
の
間
で
輪
番
制
と
す
る
」
と

発
表
し
ま
し
た
（
左
下
表
参
照
）
。

し
か
し
、
そ
の
内
容
は
機
械

的
で
、
社
員
と
家
族
の
生
活
や

地
域
社
会
と
の
関
わ
り
を
考
慮

し
た
も
の
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

職
場
か
ら
は
「
３
カ
月
も
土
、

日
出
勤
は
社
員
の
生
活
を
ま
っ

た
く
考
え
て
い
な
い
」
「
保
育

園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
の
休
み

と
合
わ
な
く
な
る
の
で
本
当
に

困
っ
た
」
「
家
族
の
休
日
が
バ

ラ
バ
ラ
に
な
り
影
響
が
心
配
」

「
土
、
日
の
予
定
は
全
て
キ
ャ

ン
セ
ル
に
な
る
」
「
地
域
の
役

員
だ
が
、
土
、
日
の
行
事
に
参

加
で
き
な
く
な
る
」
な
ど
困
惑

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
土
、
日
出
勤
は
効
率

が
下
が
る
」
「
木
、
金
出
張
で

残
業
が
増
え
の
で
は
」
と
心
配

す
る
声
も
あ
り
ま
す
。

機
械
的
な
節
電
対
応
は
、
社

員
・
家
族
の
生
活
や
地
域
へ
の

負
担
が
大
き
な
も
の
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
労
働
環
境
の
悪
化

と
な
り
、
生
産
性
の
低
下
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

東
電
と
政
府
が
本
当
に
必
要

な
「
節
電
量
」
を
公
開
し
な
い

中
で
「
福
島
原
発
、
浜
岡
原
発

が
使
え
な
く
て
も
、
火
力
発
電
、

水
力
発
電
の
余
剰
電
力
を
融
通

す
れ
ば
例
年
通
り
の
電
力
使
用

で
も
夏
に
電
力
が
不
足
す
る
こ

と
は
な
い
」
と
の
マ
ス
コ
ミ
報

道
も
あ
り
ま
す
。

安
易
に
政
府
の
方
針
を
丸
飲

み
す
る
の
で
は
な
く
、
節
電
対

応
の
要
否
、
節
電
範
囲
な
ど
の

冷
静
な
判
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

休
日
変
更
を
実
施
す
る
場
合

で
も
、
「
せ
め
て
土
、
日
い
ず

れ
か
は
休
み
に
し
て
ほ
し
い
」

「
半
月
単
位
で
土
曜
、
日
曜
出

勤
、
土
曜
、
日
曜
休
日
の
輪
番

に
で
き
な
い
か
」
「
一
番
の
節

電
は
生
産
活
勤
時
間
短
縮
、
３

ケ
月
間
は
時
間
外
、
休
日
出
勤

で
対
応
し
た
ら
ど
う
か
」
「
土
、

日
出
勤
対
応
で
時
間
単
位
年
休

を
実
施
し
て
は
ど
う
か
」
な
ど

の
提
案
も
あ
り
ま
す
。

労
働
組
合
は
職
場
の
意
見
を

吸
い
上
げ
て
い
ま
す
が
、
労
使

の
話
し
合
い
で
、
生
産
効
率
優

先
で
な
く
、
社
員
と
家
族
、
地

域
社
会
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る

施
策
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
ほ

し
い
で
す
。

３
カ
月
間
も
土
、
日

出
勤
は
耐
え
ら
れ
な
い

節
電
対
応
に
つ
い
て

冷
静
な
判
断
も
必
要

せ
め
て
土
、
日
の
い
ず
れ

か
は
休
み
に
し
て
ほ
し
い
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復
旧
・
整
備
を
急
い
で

プ
レ
ハ
ブ
の
建
屋
で
仕
事

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
気
分

的
に
も
余
裕
が
出
来
ま
し

た
が
、
ト
イ
レ
が
な
く
大

変
で
す
。
近
く
の
建
屋
の

ト
イ
レ
ま
で
行
く
の
で
す

が
雨
の
日
は
大
変
で
す
。

一
日
も
早
い
本
館
の
建
て

替
え
を
待
っ
て
い
ま
す
。

平
門
の
外
の
塀
際
に
自
転

車
や
バ
イ
ク
の
置
き
場
所

が
あ
り
ま
す
が
雨
ざ
ら
し

で
防
犯
上
や
通
行
に
問
題

で
す
。
工
場
内
の
屋
根
の

あ
る
と
こ
ろ
に
置
け
る
よ

う
に
整
備
し
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
。

（
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
）

管
理
職
の
出
張
手
当

カ
ッ
ト
は
理
不
尽
で
す

管
理
職
の
出
張
手
当
カ
ッ

ト
が
11
年
度
も
継
続
に
な

り
ま
し
た
。
個
人
が
「
同

意
書
」
を
提
出
し
ま
す
が
、

断
る
の
は
難
し
い
よ
う
で

す
。
平
日
東
京
日
帰
り
出

張
で
、
出
張
日
経
費
、
移

動
経
費
合
わ
せ
る
と
手
当

額
は
２
５
０
０
円
に
な
り

ま
す
。
経
費
削
減
が
目
的

と
の
こ
と
で
す
が
、
（
情

制
）
の
２
０
１
０
年
下
期

の
業
績
評
価
は
最
高
ラ
ン

ク
で
、
売
上
、
利
益
と
も

高
い
達
成
度
に
な
っ
て
い

ま
す
。
組
合
員
は
支
給
さ

れ
て
い
る
の
に
管
理
職
に

カ
ッ
ト
を
押
し
つ
け
続
け

る
の
は
理
不
尽
で
す
。
直

ち
に
解
除
を
。
（
大
み
か
）

休
日
振
り
替
え
に

職
場
か
ら
不
満
続
出
！

「
土
・
日
は
子
ど
も
と

一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
練
習
日
な
の
に
、
困
っ

た
な
ぁ
」
「
お
盆
、
墓
参

り
の
13
・
14
日
が
出
勤
日
、

入
盆
な
の
で
休
む
し
か
な

い
」
「
役
員
し
て
い
る
の

に
団
地
の
行
事
に
出
ら
れ

な
く
な
っ
た
」
７
月
か
ら

９
月
の
休
日
振
り
替
え
に

不
満
続
出
で
す
。
（
国
分
）

派
遣
社
員
の

社
員
登
録
を
制
度
に

昇
格
の
時
期
で
す
が
派

遣
の
人
は
将
来
に
希
望
が

持
て
ま
せ
ん
。
職
場
の
半

数
近
く
が
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
以

外
の
人
で
占
め
ら
れ
て
い

る
職
場
も
あ
り
ま
す
。
派

遣
社
員
の
社
員
登
用
を
制

度
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば

将
来
の
発
展
が
望
め
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

組
合
員
の
減
少
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
組
合
と
し
て

も
真
剣
に
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で

は
？

（
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
）

新
入
社
員
の
現
場
実
習

新
入
社
員
が
現
場
実
習

き
た
。
今
年
は
初
め
て
外

国
人
の
実
習
生
も
い
る
。

日
本
語
を
話
す
の
で
安
心

し
て
い
た
が
、
容
易
に
理

解
す
る
に
は
英
語
の
ほ
う

が
分
か
り
や
す
い
よ
う
で

あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
（
国

際
化
）
の
波
は
組
立
現
場

ま
で
き
て
い
る
と
感
じ
た
。

（
国
分
）

社
会
人
と
し
て
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

「
モ
ラ
ル
マ
ナ
ー
月
間
」

が
始
ま
り
、
場
内
で
の
モ

ラ
ル
パ
ト
ロ
ー
ル
や
工
場

周
辺
・
通
勤
道
路
の
清
掃

が
行
わ
れ
ま
す
。
最
近
、

交
通
ル
ー
ル
無
視
や
道
路

歩
行
マ
ナ
ー
が
悪
い
と
工

場
周
辺
の
住
民
か
ら
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
マ
イ
カ
ー
通

勤
者
の
乱
暴
な
運
転
、
道

路
で
の
横
並
び
歩
行
、
横

断
歩
道
以
外
で
の
道
路
横

断
な
ど
な
ど
。
地
域
住
民

へ
の
迷
惑
は
も
ち
ろ
ん
、

子
ど
も
に
も
悪
い
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
社
会
人
と

し
て
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
ま

し
ょ
う
。

（
大
み
か
）

▼
福
島
第
一
原
発
事
故
直
後
は
数
人
の
グ

ル
ー
プ
で
１
個
の
放
射
線
量
計
で
、
正
確

な
被
爆
量
が
つ
か
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
現

在
は
作
業
者
一
人
一
人
が
線
量
計
を
着
け

て
の
作
業
と
な
り
、
外
部
被
爆
の
線
量
が

分
か
り
記
録
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
内
部

被
爆
の
線
量
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
▼
原
発

事
故
前
は
入
退
域
時
に
内
部
被
爆
を
測
定

す
る
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
（
全
身

測
定
装
置
）
で
個
々
の
身
体
の
放
射
線
量

を
測
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
事
故
後
は
実

施
し
て
い
ま
せ
ん
。
▼
福
島
第
一
原
発
に

設
置
し
て
い
る
機
器
を
使
用
で
き
な
い
な

ら
ば
、
病
院
や
柏
崎
刈
羽
原
発
・
東
海
原

発
へ
出
向
い
て
で
も
作
業
者
個
々
人
の
内

部
被
爆
の
線
量
を
測
定
す
べ
き
で
す
。
そ

う
し
て
こ
そ
被
爆
線
量
を
少
な
く
す
る
対

策
が
で
き
、
か
つ
作
業
者
が
安
心
し
て
作

業
が
で
き
ま
す
。
▼
会
社
は
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ

カ
ウ
ン
タ
ー
で
作
業
者
全
員
の
測
定
を
必

ず
や
る
べ
き
で
す
。
労
働
組
合
は
、
実
態

を
よ
く
把
握
し
て
、
必
要
な
改
善
策
を
会

社
に
申
し
入
れ
て
ほ
し
い
で
す
。
▼
こ
れ

か
ら
事
故
収
束
に
向
け
て
現
地
作
業
が
多

く
な
り
ま
す
。
現
地
作
業
場
の
放
射
線
量

表
示
や
防
護
壁
な
ど
設
置
し
て
被
爆
線
量

を
低
減
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

福
島
第
一
原
発
の
作
業
者
に
は

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
を


